
本日、議員の 皆様 にご参集いた だき 、平成 29 年度県議会定例会を 開

会し、提出 いたし ました諸案件 のご 審議を願うに あた りまして、その概

要をご説明申 し上 げます。  

 

まず 、説 明に 先立 ちま して、「 琵琶 湖保 全再 生計 画」 の策 定に ついて

申し上げます 。  

 

平成 27 年９月 28 日に公布・施行さ れました「 琵琶湖 の保全及び再 生

に関する法律 」に 基づき、国におい て定められま した「琵琶湖 の保全及

び再生に関す る基 本方針」を 受け、本県では「 琵琶湖 保全再生計画 」の

策定作業を進 めて まいりました 。  

 

この 間、 議会 での ご議 論を はじ め、 環境 審議 会で の検 討や 県内 市町 、

関係府県市と の意 見交換、更には 、県民政策コメ ント 等 を通じて 、多く

の方々に策定 にご 参画いただき まし た。  

 

こうして皆様 と協 働で作り上げ た計 画案について 、関 係する全ての 主

務大臣の同意 を得 て、平成 29 年３月 30 日に計画を 策 定したと ころ です 。 

 

これも、議 員の皆 様をはじめと した 県民の皆様の ご理 解、ご協力 の賜

物であり、厚 くお 礼申し上げま す。  

 

本計 画は、「 琵琶 湖と 人と の共 生」 を基 調と し、 琵琶 湖の 重要 性や保

全再生に対す る幅 広い「共感 」、活 力ある暮らし との「共存」、琵琶湖 の

価値の「 共有 」の ３つの視点に 立ち 、琵琶湖 保全再生 施策を進める もの

です。  

 

これらの実現 に向 け、３つ の重点事 項としまして 、ま ず、水源 林の整

備保全や水草・外 来動植物対策 をは じめとした「琵琶 湖を『守 る』取 組」、

そして、林業の成 長産業化や環 境関 連産業の振興 など の「琵琶 湖を『活



かす 』取組」 を進 めてまいりま す。  

 

さらに、琵琶湖の 保全再生に関 する 調査研究や体 験型 の環境学習な ど

「琵琶湖を『支 え る』取組」を展開 することで、琵 琶 湖を「守る」こと

と「活かす」 こと の好循環を創 り出 すことを目指 して おります。  

 

特に『支 える 』取 組に関しまし ては 、今月１ 日に琵琶 湖環境科学研 究

センター内に 設置 されました国 立環 境研究所琵琶 湖分 室とも連携し 、琵

琶湖の水質や 生態 系に関する研 究を 一層進めると とも に、その成 果等を

水環境ビジネ スや 漁業の振興な どに もつなげてま いり ます。  

 

そのためにも 、多 様な主体との 連携 を一層強化し なが ら、本計画 によ

る取組を着実 に推 進してまいり たい と 存じます 。国か らの支援・協力は

言うまでもな く重 要であり、先日、環境大臣にも 改め て お礼かたが た お

願い申し上げ まし たが、今後 とも、国との連携を しっ かりと図りな がら

進めてまいり たい と思います。  

 

次に、４ 月 16 日から 23 日にかけ て、関西 広域連合 の一員として 、オ

ーストラリア にお いて観光プロ モー ションを行う とと もに、ワー ルドマ

スターズゲー ム ズ 2017 オ ークラ ンド大会の開 会式 等に出席する ため 、

ニュージーラ ンド を訪問してま いり ましたので、 ご報 告 申 し 上 げ ま す 。 

 

まず、オー ストラ リアにおける 観光 プロモーショ ンで は、人口増 加や

経 済 発 展 の 著 し い ク イ ー ン ズ ラ ン ド 州 の パ ラ シ ェ 州 政 府 首 相 と の 会 談

において 、滋賀を はじめとする 関西 地域との観光 や交 流の促進 、そして 、

持 続 可 能 な 社 会 づ く り に 向 け た 環 境 と 経 済 の 両 立 の 重 要 性 に つ い て 意

見交換を行い 、今 後の取組の方 向性 について認識 を共 有 い た し ま し た 。 

 

また、カン タス航 空には、関 西への 直行便の開設 に向 けた提案をさ せ

ていただき、 好感 触を得ること がで きました。  



 

現 地の旅行会 社な どを招いた意 見交 換会や観光レ セプ ションでは 、琵

琶湖の美しさ 、そ して、そ れを体感 できるビワイ チサ イクリングに 加え 、

スノースポー ツや 忍者、お城 などと いった滋賀の 持つ 観光資源の魅 力を

オーストラリ アの 方々にアピー ルす ることができ まし た。  

 

今回の訪問を 通じ まして、オ ースト ラリアの方々 が我 が国の歴史・文

化や自然景観 に強 く興味を持た れて いると感じた とこ ろであり、今後も 、

関西広域連合 等と 連携しながら 、本 県へのさらな る誘 客に向けて取 り組

んでまいりま す。  

 

続 い て 訪 れ ま し た ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド で の ワ ー ル ド マ ス タ ー ズ ゲ ー ム

ズ 2017 オ ークラ ンド大会の視 察に ついて でござ いま すが、現地で は、

大 会 を 主 宰 す る 国 際 マ ス タ ー ズ ゲ ー ム ズ 協 会 の 会 長 や 地 元 オ ー ク ラ ン

ド市長との会 談を 行い、開会式 にも 出席いたしま した 。  

 

2021 年 の関西 大 会において本 県で 開催いたしま すソ フトボールや 10

㎞ロードレー ス等 の会場地を訪 れ、大会運営のあ り方 をつぶさに視 察で

きたことは非 常に 貴重な機会で あり ました。  

 

30 歳 以 上の 方な ら誰 でも 参加 でき る、 まさ に生 涯ス ポー ツの 祭典の

雰囲気と盛り 上が りを肌で感じ なが ら、世界の 人々の スポーツの楽 しみ

方、スポー ツと観 光の親和性な ど、改めてスポー ツの 持つ力を実感 する

ことが できま した 。  

 

関西大会では「ス ポーツ・フ ォー・ライフの開花（人 生を豊かにす る

スポ ーツ）」 を理 念と し、 一人 ひと りの 挑戦 と可 能性 、世 代・ 地域 ・文

化の つな がり 、関 西の 魅力 と文 化の 発揮 、国 際色 に溢 れた 感動 の共 有、

次 世 代 に エ ネ ル ギ ー と 躍 動 感 を お く る と い う ５ つ の コ ン セ プ ト で 進 め

ます。  



 

今 後、去る３ 月に 設置 しました ワー ルドマスター ズゲ ームズ 2021 関

西・ 滋賀 実行 委員 会に おい て、 開催 市や 競技 団体 、関 係団 体と 連携 し、

準備を着実に 進め 、開催効果 が最大 限発揮できる よう 取り組んでま いり

ます 。  

 

それでは、提 出い たしました案 件に ついて、ご説 明申 し上げます。  

 

まず、予算案 件で ございますが 、  

 

議第 68 号は、一 般会計の補正 予算 でございます 。  

 

国の「地方 創生拠 点整備交付金 」を 活用した琵琶 湖博 物館の第２期 リ

ニューアル事 業な ど、いずれ の事業 も設計協議に 時日 を要したこと によ

り、平成 28 年度中に契約の締 結を することがで きな かったことか ら、

改めて債務負 担行 為を追加しよ うと するものです 。  

 

次に、条例案 件で ございますが 、  

 

議第 69 号は、ガ ス事業法の一 部改 正に伴い、必 要な 規定の整理を 行

うため、改正 を行 おうとするも ので す。  

 

議第 70 号は、雇 用保険法の一 部改 正に伴い、必 要な 規定の整備を 行

うため、改正 を行 おうとするも ので す。  

 

議第 71 号は、過 疎地域自立促 進特 別措置法、過 疎地 域自立促進特 別

措置法第 31 条の地方税の課税 免除 又は不均一課 税に 伴う措置が適 用さ

れる場合等を 定め る省令等の一 部改 正に伴いまし て、過疎地域にお ける

課税免除の対 象と なる特別償却 設備 の内容を見直 すと ともに、過 疎地域

および離島振 興対 策実施地域に おけ る課税免除の 適用 期限を平成 31 年



３月 31 日まで延 長しようとす るも のです。  

 

議第 72 号は、道 路標識、区画 線及 び道路標示に 関す る命令の一部 改

正に伴い 、必要な 規定の整理を 行う ため、改 正を行お うとするもの です 。 

 

次に、その他 案件 でございます が、  

 

議第 73 号は、損 害賠償の額を 定め ることについ て、 議決を求めよ う

とするもので ござ います。  

 

議第 74 号は、専 決処分につい て承 認を求めよう とす るものでござ い

まして、地方税法 の一部改正に 伴い まして、県税条例 について 、所要の

措置を講じた もの でございます 。  

 

議第 75 号は、滋 賀県監査委員 に生 田邦夫さんを 選任 することにつ い

て、同意を求 めよ うとするもの でご ざいます。  

 

以上、何と ぞよろ しくご審議を いた だ きますよう 、お 願い申し上げ ま

す。  

 

さて、最 後になり ましたが 、本日 、議長改選で退 任さ れました野田 前

議長ならびに 奥村 前副議長に、 一言 御礼申し上げ ます 。  

 

本 格 的 な 人 口 減 少 社 会 の 到 来 な ど 時 代 の 大 き な 転 換 期 を 迎 え る 中 に

あって、そ の手腕 を遺憾なく発 揮さ れ、本県の 議会運 営に大変 なご 尽力

を いただきま した ことに、執 行部を 代表いたしま して 、深く感謝 いたし

ます。  

 

また、新 しく御就 任なさいまし た奥 村議長ならび に小 寺副議長にお か

れましては 、御就 任、誠にお めでと うございます 。特 に、奥村議 長にお



かれましては 、副 議長に引き続 き重 責を 担われる こと になり、ま すます

のご活躍をご 祈念 申し上げ ます 。  

 

地方創生をは じめ 、今後の県 勢発展 に向けて、着実な 取組が求めら れ

ます中、難 しく重 要な職責で ご ざい ますが、県 民の皆 様のご負託に 応え

るべくご活躍 くだ さいますよう お祈 り申し上げま すと ともに 、県 議会に

おける活発か つ真 摯な議論に向 けて 、ご指導ご 鞭撻を 賜りますよう 、お

願い申し上げ まし て、私からの 挨拶 とさせていた だき ます。  

 

 

 

 


